
 

 

4年半ぶりに F44入学 計測クラス会が開催されました 

                           F48 卒 西村良博 

世界中に蔓延したコロナの為、4 年半ぶりの開催となった F44 入学 計測クラス会。コロナ

が 5 類に移行した 5 月頃から計画が練られ、2023 年 10 月 23－24 日、東京地区の田辺さ

ん、猪木さん、伊藤さん、榊原さん、佐藤さんの 5 名が幹事となって企画、22 名が参加し

て開催されました。 

本会は、計測クラス会として、同期全員が 50 歳を迎え時間的に余裕が出来た(?)2001 年か

ら毎年開催するようになり、毎回 25-6 名が参加し旧交を温めています。今回はコロナの

ため、2019 年の広島での開催を最後に、開催が見送られてきた事もあって、皆が待ち望ん

だクラス会となりました。 

毎回 20 数名が参加するこのクラス会の変遷を少し振り返ってみましょう。 

皆さんはまず、「F44 入学クラス会」という名称がちょっと変だなと思われるかもしれませ

ん。そうなんです。最初は、「F48 計測クラス会」と普通の名前だったのですが、メンバー

には、卒業が遅れた人、卒業前に学校を去った人なども普通に加われる名前にしようとい

う意見が出され、2016 年から「F44 入学 計測クラス会」と名乗る事になりました。 

私達が名工大へ入学した昭和 44 年は学生運動の最盛期であり、年明け早々の 1 月 18 日の

安田講堂陥落事件により東大や東京教育大学の入試が無くなった年でもあります。名工大

でも不正入試問題を切っ掛けに学生運動が盛り上がり、入学式の会場(講堂)に赤ヘルや白

ヘルの学生が乱入する荒れた入学式でした。工大際が終わって前期の試験が始まる頃、土

木工学科のスト突入を皮切りに全学がストライキに入り、それから半年間授業がありませ

んでした。そんな中でも毎日 1－2 時間のクラス討論会(中には出ない人もいました)が続け

られ、殆どの人が学校へは毎日通っていました。そんな時期の入学だったためかクラスの

結束は強く、それが、「F44 計測クラス会」となった理由かも知れません。 

さて、4 年半ぶりの F44 計測クラス会に話を戻しましょう。 

出だしから躓きが起きました。品川駅 13 時集合に間に合わない人が続出したのです。実

は、午前 11 時前、名古屋―三河安城間で沿線火災があり、東京に向かっていた新幹線車

両は、小田原や新横浜など途中の駅で 1 時間以上ストップしてしまいました。私は、12 時

前に着く計画だったので、ギリギリ間に合いましたが、新幹線に乗っていた人から続々と

遅刻の連絡が入り、皆を待つのか？待たずに予定を進めるのか、幹事は難しい判断を迫ら

れました。結局数名は途中参加とし、約 1 時間遅れで旧品川宿から旧東海道を歩いて史跡

巡りを始めました。 



 

 

幕末の志士が密議を行った事で有名な妓

楼、土蔵相模跡（なまこ壁の土蔵造りが

有名）や、歌川広重の浮世絵にも描かれ

ている利田神社、 

「寛政の鯨」の骨を埋めた上に建てられた供養碑 

(利田神社の鯨塚) 

慶長年間（1598－1614）に創建され、

名工 伊豆長八の漆喰鏝(こて)絵がある

寄木神社、 

寄木神社 

弘安 8 年(1285 年)に創建され、各時代

地域の有力者に保護された天妙国寺、徳

川家光が沢庵和尚のために創建し、たく

あん発祥の地とされる東海寺、今から約

800 年前、平安時代末期に海上交通安全

と祈願成就を祈ったのが創始とされ、お

稲荷様や天王様も祀っている品川神社な

どなど、猪木幹事の名調子の解説を聞きながら約 2 時間半、品川宿の周辺を散策しまし

た。 

そして本日メインの目的地、屋形船観光

の三河屋さんに着きました。ゴルフ組の

4 名も合流し、総勢 22 名が東京湾一周

の屋形船観光・宴会を楽しみました。今

年は今までと違いホテルや旅館の一室で

皆がワイワイやる代わりに、船上で料理

された天ぷらに舌鼓を打ちつつ、東京湾

をぐるりと巡るクルージングです。屋形

船の屋根に出て、ライトアップされた東

京スカイツリーやレインボーブリッジを

眺める事も出来ました。お開きの後は、

夜風に吹かれながらそぞろ歩きで、幹事

に推奨された東横 INN 天王州アイルに

入りました。 

屋形船にて 



 

 

さて翌日は、皇居の東御苑散策です。晴天に恵まれ、絶好の散策日和になりました。 

名工大卒業後 7 年弱東京に住んだ私ですが、皇居の東御苑へは行った事がなく、楽しみに

していました。 

江戸城には天守閣はなかったと記憶

していたのですが、3 回建て替えら

れて明暦(1657 年)の大火で焼失した

後は、石垣が築き直され天守台とし

て残っているだけで、再建されなか

ったとの事で、本丸休息所の中に

1/30 の復元模型が飾られていまし

た。 

東御苑は、流石に皇居の庭園だけあって、広い芝生の広場や二の丸庭園など隅々まで手入

れされており、ゆったりと楽しむ事が出来ました。多くの外国人観光客も見学していまし

たが、彼等も大声を出す事もなく静かに庭園の散策を楽しんでいるようでした。 

さて、皇居東御苑散策の後は、皆で昼食、それが済めば解散です。 

お昼は東京駅横の KITTE 丸の内店にある宮崎料理の「万作」です。幹事が予約してくれ

ていたちょっと贅沢な「堪能御膳」を堪能しました。 

「次は名古屋地区が幹事だぞ。楽しみにしているから」と励まされ(?)つつ、東京駅で解散

となりました。 

 


